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　「介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」は、地域全体で高齢者を「支えあう」
体制づくりを推進し、高齢者のみなさんが日常生活の自立に向けて、自らの能力を最
大限に活かして要介護状態になることを予防するためのものです。

●平成29年４月から、要支援１・２の方が利用できる介護保険サービスのうち、介護予防給付として全国一律
の基準により提供されている「介護予防訪問介護（ホームヘルプ）」と「介護予防通所介護（デイサービス）」が、
坂城町の実施する「介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」に移行し、段階的に多様な主体による
多様なサービスを展開していきます。

●介護予防訪問介護（ホームヘルプ）と介護予防通所介護（デイサービス）は、「介護予防・生活支援サービ
ス事業」の「訪問型サービス」「通所型サービス」になります。

●介護認定とは別に「基本チェックリスト　」の判定により、総合事業のサービスを迅速に利用できるようになります。
●これまでの介護度区分、要介護・要支援認定に加えて、総合事業で実施するサービス利用対象者と判定され
た方の「事業対象　」という区分が新設されます。

※1

※2

　25項目からなる生活状況などについての簡易な質問に「はい」、「いいえ」で答え、その回答結果で事業対象
に該当するかどうかを判定するものです。通常１か月を要する要介護・要支援認定の手続きより早く結果が出る
ため、認定申請手続きをするよりも簡易で迅速にサービスを利用することができます。基本チェックリストは福
祉健康課保険係、地域包括支援センターで受けることができます。

　総合事業の利用を目的とした、基本チェックリストによる新しい判定区分です。
　「事業対象」に該当すると、地域包括支援センターの介護予防ケアプランにより、総合事業のサービスが
利用できます。総合事業で実施する介護予防訪問型・通所型サービスには、現行同等のサービスや、国の基
準を緩和したサービス、利用料金の見直しをしたサービスがあり、対象者に必要なサービスを選び利用でき
るようになります。

基本チェックリスト №
１
２
３
４
５

質問項目
バスや電車で一人で外出していますか
日用品の買い物をしていますか
預貯金の出し入れをしていますか
友人の家を訪ねていますか
家族や友人の相談に乗っていますか

回答
はい
はい
はい
はい
はい

いいえ
いいえ
いいえ
いいえ
いいえ

チェックリスト
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　「介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）」には、要支援認定を受けた方や、町が
行う基本チェックリストにより事業対象となった方が利用できる「介護予防・生活支援サービ
ス事業」と、65 歳以上のすべての方が利用できる「一般介護予防事業」があります。

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 134）　有線 88－1030
　　　　　　　　地域包括支援センター　☎82－3111（内線 137）　有線 88－1077

介護予防・生活支援サービスは従来のサービスと何が違うの？

介護予防・生活支援サービスには、従来の予防給付で提供されていた訪問介護、通所介護と同
様のサービスのほか、町独自の新たなサービス（生活援助サービス、配食サービスなど）があ
ります。

要介護の人も介護予防・生活支援サービスを利用できるの？

介護予防・生活支援サービスは要支援１・２または事業対象者の方が利用できるサービスです。
要介護１～５の方は介護給付のサービスをご利用いただけます。
利用にあたってはケアマネージャーにご相談ください。
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　※

敬
称
略  

（
　
）は
所
属
分
団

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

退
職
感
謝
状

山
岸
正
晃
（
２
）　
山
岸
一
暁
（
４
）

松
本
勝
巳
（
８
）　
宮
嶋
康
彦
（
ラ
ッ
パ
）

【
長
野
県
知
事
表
彰
】

退
職
感
謝
状

大
塚
康
二
（
10
）

【
坂
城
町
長
表
彰
】

退
職
感
謝
状

松
本
幸
男
（
前
団
長
）

今
井
正
人
（
前
副
団
長
）

鈴
木
　
清
（
前
副
団
長
）

堤
　
匡
恵
（
前
婦
人
消
防
隊
隊
長
）

山
岸
正
晃
（
２
）　
山
岸
一
暁
（
４
）

松
本
勝
巳
（
８
）　
大
塚
康
二
（
10
）

宮
嶋
康
彦
（
ラ
ッ
パ
）

退
任
者
表
彰

宮
澤
卓
也
（
１
）　
山
極
卓
弥
（
２
）

山
﨑
　
博
（
３
）　
丸
山
直
人
（
４
）

天
田
健
一
郎
（
５
）　
尾
﨑
製
吾
（
６
）

春
日
竜
二
（
６
）　
渡
邉
　
豊
（
７
）

宮
澤
和
樹
（
９
）　
滝
沢
敏
之
（
10
）

浅
賀
光
雄
（
11
）　
原
山
純
一
（
ラ
ッ
パ
）

優
秀
章

三
井
　
武
（
２
）　
山
極
卓
弥
（
２
）

飯
島
健
一
（
２
）　
塩
入
　
誠
（
２
）

西
澤
　
亘
（
３
）　
山
城
　
明
（
４
）

小
宮
山
剛
史
（
６
）　
島
田
　
由
（
６
）

大
塚
　
惇
（
７
）　
黒
岩
千
尋
（
８
）

澤
﨑
章
一
郎
（
９
）　
師
田
洋
一
（
10
）

滝
沢
敏
之
（
10
）　
岡
田
治
樹
（
11
）

朝
倉
貫
太
（
11
）

【
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

退
職
感
謝
状

松
本
幸
男
（
前
団
長
）

今
井
正
人
（
前
副
団
長
）

鈴
木
　
清
（
前
副
団
長
）

功
績
章

磯
野
　
真
（
８
）

永
年
勤
続
功
労
章

鈴
木
博
幸
（
７
）

功
労
章

三
井
　
淳
（
４
）　
金
子
俊
一
（
９
）

努
力
章

宮
原
　
勉
（
６
）　
古
沢
　
剛
（
７
）

精
績
章

重
倉
直
也
（
１
）　
中
沢
恵
太
（
５
）

山
岸
輝
基
（
11
）

技
術
章

三
井
佑
輔
（
２
）　
庄
田
純
一
（
10
）

精
勤
章

小
山
貴
司
（
２
）　
宮
下
和
希
（
３
）

山
城
　
明
（
４
）　
中
沢
淳
也
（
５
）

中
沢
裕
樹
（
５
）　
中
澤
　
光
（
６
）

澤
﨑
　
太
（
７
）　
大
塚
　
惇
（
７
）

澤
﨑
章
一
郎
（
９
）　
師
田
洋
一
（
10
）

関
　
運
平
（
ラ
ッ
パ
）

【
埴
科
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
労
章

飯
島
健
一
（
２
）　
若
麻
績
弘
道
（
４
）

小
宮
山
哲
也
（
６
）　
黒
岩
千
尋
（
８
）

小
宮
山
翼
（
９
）　
近
藤
秀
俊
（
11
）

岡
田
治
樹
（
11
）　
小
林
大
晃
（
ラ
ッ
パ
）

勤
続
章
20
年

前
澤
章
宏
（
２
）　
滝
沢
利
憲
（
３
）

清
水
勝
幸
（
３
）　
西
沢
正
和
（
５
）

池
上
清
一
（
７
）　
中
澤
郁
夫
（
７
）

玉
木
　
旬
（
７
）　
古
谷
　
哲
（
８
）

勤
続
章
15
年

齊
藤
秀
隆
（
１
）　
直
江
芳
樹
（
１
）

三
井
貴
史
（
２
）　
深
町
千
尋
（
５
）

山
﨑
法
通
（
８
）　
小
宮
山
剛
（
８
）

春
日
貴
之
（
９
）

勤
続
章
10
年

宮
澤
卓
也
（
１
）　
山
﨑
正
純
（
１
）

冨
山
貴
央
（
５
）　
青
木
秀
雄
（
７
）

東
海
貴
恵
（
７
）　
塚
田
し
の
ぶ
（
７
）

塩
野
入
繁
幸
（
９
）　
宮
澤
和
樹
（
９
）

宮
崎
雄
太
（
９
）　
北
沢
哲
也
（
10
）

荒
木
隆
光
（
11
）　
時
信
武
史
（
ラ
ッ
パ
）

小
林
利
史
（
ラ
ッ
パ
）

　
１
月
22
日（
日
）、
坂
城
町
消
防
団

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
島
団
長
以
下
、
消
防
団
員
及
び

婦
人
消
防
隊
員
２
７
６
名
が
、
逆
木

通
り
で
街
頭
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
消
防
団
活
動

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

坂
城
町
消
防
団

出
初
式
挙
行

坂
城
町
消
防
団

出
初
式
挙
行

44



　
登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

交
付
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）を
３
月
末
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
注
射
の
際

に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射
が

困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶
予
証

明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
室
内
で

飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し
ま
す
の
で

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
表
の
日
程
で
受
け
ら
れ

な
い
方
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

○
飼
い
主
や
所
在
地
の
変
更
、
犬
の

死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
住

民
環
境
課
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
定
期
的
に
、
首
輪
な
ど
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
犬
が
放

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
住

民
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

○
登
録
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
鑑
札

と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

犬
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
名
札
な
ど

を
着
け
て
お
く
と
、
飼
い
主
が
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

○
犬
・
ね
こ
の
フ
ン
に
よ
る
苦
情
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の

散
歩
の
際
は
、
ス
コ
ッ
プ
、
袋
な

ど
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

他
人
の
土
地
や
公
共
の
場
所
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
、
自
宅
で
フ
ン

を
す
る
よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
５

　狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
飼
い
犬
の
登

録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
し
予
防
注
射
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

時　間
午前　9:20 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:50

　　 10:00 ～ 10:10

　　 10:20 ～ 10:30

　 　10:40 ～ 10:50

　　 11:00 ～ 11:10

　　 11:20 ～ 11:30

　　 11:40 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:25

　　  9:35 ～  9:45

　　  9:55 ～ 10:05

　　 10:15 ～ 10:25

　　 10:35 ～ 10:45

 　　10:55 ～ 11:05

　　 11:15 ～ 11:25

 　　11:35 ～ 11:45

　　 11:50 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:55

　　 10:05 ～ 10:15

　　 10:25 ～ 10:35

　　 10:45 ～ 10:55

　　 11:05 ～ 11:15

 　　11:25 ～ 11:35

　　 11:45 ～ 12:00

午前  9:00 ～  9:15

　　  9:25 ～  9:40

　　 9:50 ～ 10:00

　　 10:10 ～ 10:25

 　　10:35 ～ 10:45

  　 10:55 ～ 11:05

 　　11:20 ～ 11:35

　　 11:45 ～ 11:55

場　所
北日名公民館前
南日名公民館前
旭ケ丘公民館前
大宮公民館前
虹のホールさかき駐車場
田町十王堂
御所沢資源物収集所前
四ツ屋神明神社
苅屋原泉徳寺北側駐車場
隣保館前
ふるさと歴史館駐車場
上五明公民館前
月見区集会所前
小網公民館前
網掛公民館裏
ふれあいセンター前
上平区民会館（旧上平公民館）前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
金井麦大豆生産振興センター
町横尾公民館前
泉区公民館前
入横尾公民館前
文化の館駐車場
中之条公民館前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
泉区公民館前
中之条公民館前
四ツ屋神明神社
虹のホールさかき駐車場
ＪＡながの村上店駐車場
月見区集会所前

４月
　19日（水）

実施日
新規登録及び集合注射日程表（変更の場合あり）

４月
　26日（水）

５月
　10日（水）

５月
　21日（日）

○新規登録の犬　6,500円
　　　登録手数料　　　3,000円
　　　注射料金　　　　2,950円
　　　注射済票交付手数料　　550円

○登録済みの犬　3,500円
　（注射料金及び注射済票交付手数料）

内
訳
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例
年
、
３
月
は
１
年
の
中
で
最
も

自
殺
者
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
国
は

３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
の
全
国
の
自
殺
者
数

は
、
２
１
，
７
６
４
人
で
し
た
。
そ

の
中
に
は
長
野
県
の
３
８
８
人
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
比
べ

減
少
し
た
も
の
の
深
刻
な
状
況
は
続

い
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
知
識
を
深
め
そ

の
対
処
法
を
知
る
こ
と
で
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
殺
の
原
因
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
心
や
身
体
の
健
康
問
題
、

仕
事
や
生
活
の
悩
み
、
人
間
関
係
、

家
族
間
の
問
題
な
ど
複
数
の
要
因
が

複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
悩
み

や
心
配
事
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
、

心
理
的
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
結
果「
死

ぬ
し
か
な
い
」
と
思
い
こ
ん
で
し
ま

う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、「
死
に

た
い
」
気
持
ち
と
「
死
に
た
く
な
い
」

気
持
ち
の
間
で
大
き
く
揺
れ
動
い
て

い
ま
す
。
身
近
な
人
の
異
変
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

特
に
、
失
業
や
転
職
、
本
人
に
と
っ

て
大
切
な
も
の
を
失
う
、
重
い
病
気

に
か
か
る
な
ど
環
境
が
大
き
く
変

わ
っ
た
時
は
要
注
意
で
す
。

【
主
な
サ
イ
ン
】

□
感
情
が
不
安
定
に
な
る

□
性
格
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
な
る

□
関
心
の
あ
っ
た
こ
と
に
興
味
を
失
う

□
食
欲
が
な
く
な
る

□
眠
れ
な
く
な
る

□
多
量
の
飲
酒
や
薬
物
を
乱
用
す
る

□
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
　
な
ど

　「
死
に
た
い
」の
言
葉
の
裏
に
は「
助

け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
軽
く
受
け

流
し
た
り
、
は
ぐ
ら
か
し
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
じ
っ
く
り

と
話
を
聞
い
て
、
辛
い
気
持
ち
を
受

け
止
め
て
寄
り
添
い
ま
し
ょ
う
。
悩

み
を
解
決
す
る
た
め
の
専
門
の
相
談

先
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
専
門
機
関

に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
心
や
体
の
健
康
相
談
な
ど

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

全　国

長野県

平成27年

24,025人

　 415人

平成28年

21,764人

　 388人

自殺者数の変化

（警察庁の自殺統計より。平成28年は速報値）

★自殺予防のための相談
　○こころの健康相談統一ダイヤル　0570-064-556（月～金［祝日・年末年始除く］午前９時 30 分～午後４時）
★生きているのが辛いときの相談
　○いのちの電話　長野いのちの電話　026-223-4343（午前 11 時～午後 10 時）
　　　　　　　　　松本いのちの電話　0263-29-1414（午前 11 時～午後 10 時）
　○よりそいホットライン　0120-279-338（24 時間）

専門の相談窓口に迷わず相談を！

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
・
提
供
な
ど
、
お
年
寄
り
に
つ
い

て
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

な
ど
、
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
福
祉
健
康
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　
　（
内
線
１
３
７
・
１
３
８
）

　
有
線
８
８―

１
０
７
７

6



45

保健センター

☎82－3111（内線
511）

有線88－1047

住所変更などの手続きはお早めに

　進学や就職、転勤などで引っ越しをされた方は、原則、現在住んでいる寮・アパートなどが住所地になります。
　住民票は、マイナンバーや保険証・国民年金・選挙人名簿など各種登録や行政サービスにつながる大切な情
報ですので、引っ越しをしたら住民票の異動届を忘れずにしましょう。

悪性
新生物 肺炎 心疾患 老衰 脳血管

疾患
慢性
腎不全

不慮の
事故

人

40
35
30
25
20
15
10
5
0

男性
女性

平成28年  死亡者数（死亡原因別） 　
町
で
は
、
平
成
８
年
よ
り
〝
悪
性

腫
瘍
＝
が
ん
〞
が
死
亡
原
因
の
連
続

第
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28
年

で
は
、次
い
で
肺
炎
、心
疾
患
、
老
衰
、

脳
血
管
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
の
部
位
別
死
亡
状
況
で
は
、
男
性

は
肺
、
女
性
は
大
腸
が
第
１
位
で
す
。

平成28年  がん部位別死亡割合

男性

肺がん
23％

肺がん
23％

胃がん
18％

胃がん
18％

大腸がん
9％

前立腺がん
5％

その他
45％

その他
45％

女性

大腸がん
26％

大腸がん
26％

肺がん
11％

肺がん
11％

乳がん
11％

乳がん
11％胃がん

5％

その他
47％

その他
47％

　
日
本
人
が
一
生
涯
で
『
が
ん
』
と

診
断
さ
れ
る
割
合
は
、
男
性
が
54
％
、

女
性
が
41
％
と
さ
れ
、
お
よ
そ
２
人

に
１
人
が
『
が
ん
』
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。『
が
ん
』
は
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
見
つ
け
れ
ば

90
％
以
上
が
治
り
ま
す
。『
が
ん
』

で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
肺
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
）

・
大
腸
が
ん
検
診（
40
歳
以
上
）

・
胃
が
ん
検
診（
40
〜
79
歳
）

・
前
立
腺
が
ん
検
診（
50
歳
以
上
男
性
）

・
乳
が
ん
検
診

　（30
歳
以
上
女
性…

乳
房
超
音
波
検
査
）

　（40
〜
74
歳
女
性…

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

町
の
が
ん
検
診

引っ越したら住民票を移しましょう

転出・転入（異動届）の手続きは簡単です！

（転出前）転出届を提出し、
転出証明書を受け取る

○転出届の際には、国民健康保険証・介護保険証・後期高齢者医療保険証・福祉医
療受給者証などに該当される方は、別途手続きが必要です。
○転入届の際には、記載事項の変更のため、マイナンバーの「通知カード」や「マイ
ナンバーカード（個人番号カード）」をお持ちください。

転出届

選挙で投票する場所は、原則として住民票のある市区町村で選挙人名簿に登録されている方です。
異なる市区町村に転出した方で、住民票を移していない、または住民票を移して３か月経過して
いない場合は、新しい住所地で投票できませんのでご注意ください。

（転入した日から14日以内）
転出証明書を添えて、転入届を提出

◎問い合わせ先 　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122）　有線88－1022
　　　　　　　　 選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎82－3111（内線214）　有線88－1007

（
対
象
年
齢
）
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氏名
青木　建治
小宮山好孝
西澤　英幸
内山　幸三
吉川　信哉
布施　五郎
髙橋　和敏
山﨑　正行
近藤　芳雄
山城　修二
山﨑　弘幸
塩野今朝文
朝倉　和雄

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾

泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山

【敬称略】

◎会長　○副会長

○

○

○

連絡先
☎ 82－7521
☎ 82－5848
☎ 82－2525
☎ 82－2982
☎ 82－5417
☎ 82－6797
☎ 82－6326
☎ 82－9977
☎ 82－2561
☎ 82－2685
☎ 82－4194
☎ 82－6722
☎ 82－5788

組合
３
２
４
１
３
４
３
２

中央
五明上手
出浦東部

小網
１

旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

区名

○

◎

区名 氏名
長谷川　臣
上野　敬一
竹内源一郎
宮下　一雄
西沢　智利
月原　英壽
滝澤　　顯
塚田　好一
中曽根康弘
林　　嘉一
竹内　禎夫
蒲原　敏一
中沢　　等
佐藤　健次

組合
１

新地団地
10
16

18－1
４
19
１
３
１
４
３
５
４

連絡先
☎ 82－4388
☎ 82－4028
☎ 82－4365
☎ 82－4093
☎ 82－3262
☎ 82－7504
☎ 82－1880
☎ 82－3077
☎ 82－2696
☎ 82－5072
☎ 82－5920
☎ 82－3169
☎ 82－4459
☎ 82－5739

　
こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
に
お
い

て
、
社
会
資
本
の
整
備
、
環
境
保
全
、

社
会
保
障
の
充
実
な
ど
に
関
し
て
国

や
地
方
公
共
団
体
が
果
た
す
役
割
を

学
ん
だ
生
徒
が
、
ふ
る
さ
と
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
少
子
高
齢
化
と
財

政
に
つ
い
て
坂
城
町
を
例
に
学
習
し
、

町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

質
問
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
に
立
っ
た
の
は
、
高
橋

優
吾
さ
ん
、
丸
山
武
琉
さ
ん
、
野
田

幸
秀
さ
ん
、
小
宮
山
琉
斗
さ
ん
、
中

沢
優
斗
さ
ん
、
宮
原
佳
奈
さ
ん
の
６

名
。
塚
田
町
議
会
議
長
に
よ
る
議
事

進
行
の
も
と
、
実
際
の
町
議
会
と
同

じ
形
式
で
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
堂
々
と

質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
模
擬
議
会
を
終
え
る
と
、「
初
め

て『
議
会
』と
い
う
も
の
を
体
験
し
て
、

政
治
が
身
近
な
も
の
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
」「
町
の
様
々
な
政
策
の

内
容
が
よ
く
わ
か
り
、
自
分
た
ち
も

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
」「
こ
ん
な
に
多
く
の
政
策
を
行
っ

て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
将
来
、

坂
城
に
戻
っ
て
き
て
も
い
い
か
な
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

　
こ
の
模
擬
議
会
実
施
前
に
、
生
徒

た
ち
25
名
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
将
来
、
坂
城
町
で
暮
ら
そ

う
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、「
は
い
」が
16
％（
４
人
）、「
い

い
え
」
が
84
％（
21
人
）で
し
た
。
し

か
し
、
模
擬
議
会
後
に
同
じ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
は
い
」

が
72
％（
18
人
）、「
い
い
え
」
が

28
％（
７
人
）と
な
り
ま
し
た
。

　
模
擬
議
会
で
町
の
政
策
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
意
識
が
変

わ
っ
た
よ
う
で
す
。
３
年
後
に
は
選

挙
権
を
持
ち
、
大
人
へ
の
歩
み
を
進

め
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
27
日（
金
）、
役
場
議
場
で
、
坂
城
中
学
校
３
年
３
組
の
生
徒
に
よ
る

模
擬
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、「
ど
ん
な
町
に
な
れ
ば
坂
城
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
雇
用
、
介
護
福
祉
、
子
育
て
支
援
分
野
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
い
、
山
村
町
長
ほ
か
町
職
員
が
、
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
な
ど
に
つ
い

て
答
弁
し
ま
し
た
。

坂
城
町
の

　未
来
を
考
え
る

坂
城
町
の

　未
来
を
考
え
る
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発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
６

小
山  

か
づ
子

町
政
懇
談
会
に
参
加
し
て

塚
田  

美
知
子

　
11
月
19
日
、
初
冬
と
は
い
え
紅
葉
で

彩
ら
れ
た
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
『
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０

１
６
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部

の
活
動
発
表
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、「
坂
城
町
に
生
活
し
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
「
紅
谷
」
常
盤
松
子

さ
ん
、「
キ
タ
ム
ラ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
」
北

村
智
香
さ
ん
に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
出
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ

た
坂
城
町
で
伝
統
を
守
り
、
家
業
に
誇

り
を
持
っ
て
取
り
組
む
凛
と
し
た
姿
勢

と
、
坂
城
町
に
移
り
住
ん
で
地
域
の
人

と
交
流
を
持
ち
な
が
ら
農
業
を
し
、
坂

城
産
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
生
産
し
、

県
内
外
に
販
売
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
パ
ネ
ラ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー

村
松
真
貴
子
さ
ん
の
「
は
じ
め
の
一
歩

　
男
女
共
同
参
画
を
め
ざ
し
て
」
と
い

う
講
演
で
し
た
。

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
情
報
機
器
の

発
達
し
た
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
顔

と
顔
を
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
で
あ
る
」「
元
気
な
あ
い
さ
つ
と

相
手
の
心
に
届
く
自
己
紹
介
」「
う
れ

し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、

つ
ら
い
こ
と
を
声
に
出
し
て
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

作
る
」「
伝
え
た
い
こ
と
を
発
信
す
る

大
切
さ
」「
笑
顔
で
い
る
こ
と
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
る
と

い
う
こ
と
が
町
を
元
気
に
す
る
と
い
う

お
話
も
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
村
松

さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
の
朗
読
で
は
、
胸
を

打
ち
涙
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。〝
笑

顔
で
発
声
練
習
〞で
は
、
会
場
が
一
体
と

な
り
、
笑
い
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
内
容
で

し
た
。
明
る
く
元
気
に
な
れ
る
「
ふ
れ

あ
い
さ
か
き
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
23
日
、
坂
城
町
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
政
懇
談
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
久
保
会
長
の
「
雪
道
の
寒
い
な
か
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
坂
城
町
の

イ
ケ
メ
ン
ト
ッ
プ
ス
リ
ー
（
山
村
町
長
、

宮
下
副
町
長
、
宮
崎
教
育
長
）
に
質

問
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
ま
ち
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
し
て
、
人
を

増
や
し
、
人
を
呼
び
込
む
」
と
題
し
た

作
成
資
料
に
よ
り
、
町
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
坂
城
町
は
、
こ
の
10
年
で
、
人
口
が

千
人
あ
ま
り
の
減
少
。
人
口
が
減
っ
て

も
美
し
い
町
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
町
で
は
、「
発
育
相
談
」「
す
く
す
く

相
談
」「
就
学
相
談
」
が
で
き
る
の
で
、

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
相
談
を
し
て

ほ
し
い
。
不
妊
治
療
費
の
助
成
金
あ
り
。

子
ど
も
の
医
療
費
は
、
18
歳
ま
で
無
料

に
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
行
っ
て
い
る
。

移
住
に
つ
い
て
は
、
一
組
の
方
が
、
坂

城
を
気
に
入
っ
て
く
れ
た
。
防
災
無
線

の
戸
別
受
信
機
が
全
戸
に
30
年
度
に
は

入
る
こ
と
に
な
る
。
有
線
の
通
話
は
、

３
月
で
終
わ
り
に
な
る
。
坂
城
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
、
新
規
創
業
者
が
法
人
化
を

進
め
て
い
る
。
と
町
長
の
説
明
で
し
た
。

　
質
問
の
時
間
に
な
る
！

Ｑ
　
医
療
費
の
手
続
き
に
つ
い
て
。

Ａ
　
簡
単
に
で
き
る
が
、
税
金
を
使
う

の
で
手
間
を
惜
し
ま
な
い
で
手
続
き
を

し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
は
。

Ａ
　
色
々
な
種
類
が
あ
る
の
で
、
選
定

し
て
い
く
。
一
世
帯
に
一
台
を
予
定
し
て

い
る
。

Ｑ
　
雪
対
策
は
。
横
町
は
、
お
店
の
住

民
も
動
い
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
　
町
で
は
、
一
千
万
円
の
予
算
で
４

業
者
に
頼
ん
で
あ
る
。
時
間
は
か
か
る

が
町
内
を
回
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
横

町
は
県
道
な
の
で
、
県
の
方
へ
お
願
い

す
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
有

料
雪
片
付
け
も
頼
む
こ
と
が
で
き
る
。

塩
カ
ル
は
、
区
長
さ
ん
が
管
理
し
て
い

る
。
必
要
な
方
は
相
談
し
て
。

Ｑ
　
食
生
活
や
健
康
管
理
に
つ
い
て
。

Ａ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
、
８
回

の
講
習
会
を
行
っ
た
。
食
の
改
善
、
健

康
寿
命
を
長
く
な
ど
。

Ｑ
　
奨
学
金
に
つ
い
て

Ａ
　
６
万
円
を
給
付
型
で
支
給
し
て
い

る
。

Ｑ
　
婦
人
消
防
の
役
割
は

Ａ
　
防
災
意
識
の
啓
発
。

Ｑ
　
産
業
道
路
の
狭
い
場
所
の
改
善

は
。

Ａ
　
予
算
の
問
題
が
あ
る
が
、
進
め
て

い
る
。

　〝
子
育
て
日
本
一
を
目
指
す
〞と
の
町

長
の
終
わ
り
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　好きな言葉に「花は開きて木の実となり」とあります。人と人との出会いは、新たな何かを生み
出します。出来ないではなく、どうしたら出来るだろうと考える所から前に進む力が発揮されるの
ではないでしょうか。一日一日を大切に歩みたいと願って…。

ひ
と

ひ
と

▲第１部  パネルディスカッション

▲第２部  講演会
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　農業者の皆さん、老後生活へ
の備えは十分ですか。
　農業者年金制度は、少子高齢
化に即応した農業者の公的年
金です。農業者が積み立てた原
資とその運用益により、生涯に
わたり年金が受けられる「確定
拠出型積立方式」の年金です。

◆農業従事者なら広く加入できます
◆保険料を自由に選択できます
◆終身年金で80歳までの保証付
きです
◆税制上の優遇措置があります
◎加入の申込み、お問い合わせ
は農業委員会へ

農
業
委
員
会
の
役
割
が「
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
」と
し
て
強
化

　
従
来
の
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移

動
等
に
関
す
る
許
可
業
務
に
加
え
、

農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
と
し
て
、

農
地
利
用
の
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入

の
促
進
）の
推
進
が
、
任
意
業
務
か
ら

必
須
業
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
公
選
制
か
ら
任
命
制
に

　
農
業
委
員
の
選
出
方
法
は
、
公
職

選
挙
法
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
町
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
方

式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
町
長
は
任
命

す
る
際
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
の
農
業

者
や
農
業
団
体
等
か
ら
候
補
者
の
推

薦
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
広
く
一
般

か
ら
も
公
募
を
行
い
ま
す
。

②
認
定
農
業
者
等
が
一
定
割
合
必
要
に

　
原
則
と
し
て
、
農
業
委
員
の
過
半

数
か
ら
４
分
の
１
は
認
定
農
業
者
で

あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
関

し
て
利
害
関
係
の
な
い
者
を
１
人
以

上
含
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

③
女
性
や
青
年
の
登
用
促
進
が
求
め

ら
れ
ま
す

　
農
業
委
員
の
年
齢
、
性
別
等
に
著

し
く
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
取
り
組
む
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
区
ご
と
に
農
業
者
等
か
ら

推
進
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
広
く
一
般
か
ら
も
公

募
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
は
平
成

30
年
５
月
17
日
ま
で
で
す
。
新
た
な

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
新
制
度
に
基
づ
い
て
選
任

さ
れ
ま
す
。
推
薦
・
公
募
等
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
順
次
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
町
及
び
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
振
興
及
び
遊
休
農
地
対
策

の
一
環
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

【
坂
　
城
】
栗
田
農
園
、
岡
の
原
農
園

【
中
之
条
】
中
之
条
農
園

【
南
　
条
】
南
条
農
園

【
上
五
明
】
上
五
明
農
園

●
区
画
面
積
　
１
区
画
50
㎡

●
年
間
使
用
料
　
２
７
０
０
円

　
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
自
分
で

野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
役
場
産

業
振
興
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
今
お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
３
月

下
旬
開
催
予
定
の
「
菜
園
教
室
」
に

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

　
認
定
農
業
者
制
度
は
、
自
ら
経
営

改
善
に
取
り
組
む
「
や
る
気
」
と
「
能

力
」
の
あ
る
農
業
者
が
作
成
し
た
、

５
年
後
の
経
営
計
画
の
目
標
を
市
町

村
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。
認
定
さ

れ
る
と
、
各
種
補
助
や
融
資
制
度
を

通
じ
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役

場
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係
【
☎
８

２―
３
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）】

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　こ
の
改
正
に
伴
い
、農
地
利
用
の
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）の
推
進
が

重
点
業
務
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
主
な
改
正
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

主
な
改
正
点

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
設
置
さ
れ
ま
す

新
制
度
に
向
け

（
施
行
日  

平
成
28
年
４
月
１
日
）
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南
日
名
区
の
有
志
を
中
心
に
結
成

さ
れ
て
い
る
「
農
地
再
生
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
地
域
の
農
地
が
荒
廃
化
し
て

い
く
昨
今
の
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、

昨
年
11
月
か
ら
南
日
名
地
区
の
66

ア
ー
ル
の
荒
廃
農
地
を
活
用
し
て
、

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
圃
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
り
ん
ご
園
と
し
て
使
わ

れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
果
樹
園
の
跡
地

で
す
が
、
現
状
は
雑
木
や
そ
の
他
の

立
木
が
散
在
し
、
腰
丈
ぐ
ら
い
の
草

が
生
い
茂
る
原
野
化
し
た
畑
で
あ
り

ま
し
た
。

　
当
初
、
そ
の
光
景
を
目
の
当
た
り

に
し
た
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
本

当
に
、
こ
こ
が
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

畑
に
な
る
の
か
？
」
と
、
計
画
と
実

行
の
狭
間
で
気
持
ち
が
揺
ら
ぐ
思
い

が
し
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
小
高
い

丘
陵
地
帯
が
ぶ
ど
う
園
に
な
っ
た
様

子
を
思
い
描
き
、
開
墾
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
実
際
に
は
、
国
の
「
耕
作
放
棄
地

再
生
利
用
緊
急
対
策
交
付
金
」
を
活

用
し
、
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
も
経
費

の
２
分
の
１
を
負
担
す
る
中
で
、
今

回
の
農
地
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
草
刈
や
立
木
の
伐
採
、
抜
根
や

整
地
、
農
業
用
倉
庫
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
槽
の
撤
去
な
ど
の
重
機
を
使
え

る
作
業
も
あ
る
と
は
い
え
、
手
作
業

に
よ
る
人
海
戦
術
で
し
か
で
き
な
い

工
程
も
多
く
、
苦
労
さ
れ
ま
し
た
が
、

大
勢
で
作
業
が
実
施
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ
ー

の
操
作
な
ど
の
技
術
や
知
識
を
持
っ

た
人
材
が
い
た
こ
と
か
ら
順
調
に
進

捗
し
て
い
ま
す
。

　
開
墾
自
体
は
年
明
け
の
１
月
中
旬

に
は
完
了
し
、
見
違
え
る
ほ
ど
農
地

と
し
て
の
価
値
が
向
上
し
ま
し
た
。

今
年
は
肥
料
投
入
に
よ
る
土
壌
改
良

を
進
め
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
苗
木

の
定
植
は
来
年
行
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
折
り
良
く
苗
木
が

手
配
で
き
た
た
め
計
画
を
前
倒
し
し
、

こ
の
春
か
ら
定
植
作
業
が
実
施
で
き

る
そ
う
で
す
。

　
荒
廃
農
地
再
生
事
業
の
先
駆
け
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
後
に
続
く
者
が
勇

気
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　
標
準
小
作
料
制
度
廃
止
に
伴
う
農

地
の
実
勢
借
地
料
に
つ
い
て
、
農
地

法
第
52
条
に
よ
る
賃
借
料
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
こ
の
情
報
は
一
つ
の
目
安

で
す
の
で
、
貸
し
手
、
借
り
手
双
方

で
話
し
合
い
、
納
得
の
う
え
借
地
料

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）

平
均
値
は
あ
く
ま
で
賃
貸
借（
現
金
）

に
よ
る
契
約
の
平
均
で
あ
り
、
使
用

貸
借（
無
料
の
貸
借
契
約
）に
つ
き
ま

し
て
は
集
計
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
　

　
農
業
委
員
の
う
ち
、
農
協
選
出
の

宮
島
賢
委
員
が
、
理
事
の
任
期
満
了

に
伴
い
退
任
し
、
後
任
と
し
て
竹
内

春
子
委
員
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

竹
内
春
子
（
中
之
条
６
）

　
☎
８
２―

６
０
９
４

担
当
地
区
　
新
町
・
坂
端
・
苅
屋
原

　
坂
城
町
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年

11
月
、
茨
城
県
で
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　
常
陸
大
宮
市
で
は
、
中
山
間
地
の

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た
、
枝
物（
生

け
花
な
ど
で
使
う
装
飾
用
の
作
物
）

を
作
る
圃
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
耕
作
者
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
共

同
作
業
や
情
報
交
換
で
力
を
合
わ
せ
、

ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
に
励
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。
色
々
と
お
話
を
伺
い
ま
し

た
が
、「
年
金
に
加
え
て
、
あ
と
い
く

ら
あ
れ
ば
自
分
の
理
想
と
す
る
生
活

が
で
き
る
か
、
と
い
う
基
準
で
圃
場

の
広
さ
や
作
物
の
種
類
を
決
め
て
い

け
ば
よ
い
」
と
い
う
話
が
印
象
的
で

し
た
。

　
寿
命
が
延
び
、
老
後
を
迎
え
て
か

ら
も
う
ひ
と
つ
の
人
生
が
始
ま
る
時

代
で
す
。
健
康
の
た
め
に
も
、
働
け

る
う
ち
は
働
く
方
が
い
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
町
で
も
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
圃
場
が
増
え
て
い
ま
す
。
農
業
が

す
ぐ
に
収
入
に
結
び
つ
く
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
夢
の
あ
る
第
一
歩
を
踏

み
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

平均値

最高値

最低値

9,120円

7,785円

15,113円

13,000円

2,800円

2,941円

実勢借地料
（10アール当たり）

▲開墾の様子

田

畑

田

畑

田

畑

長野県農地中間管理機構は、農地を一定のルールに沿って借り受け、地域
の大規模農家や新規就農者等の皆さんに農地の転貸を行う「公的組織」です。

機構が農地を借り受ける条件等
◆機構が農地を借り受ける年数は 10 年以上です。
　（※特例により、５年間も可）
◆機構が農地を貸し付ける相手（農地の受け手）は、地域・集落で作
成している、「人・農地プラン」に基づき、調整が行われます。
◆賃貸借期間中は機構から農地の賃料が口座振替で確実に支払わ
れます。

◎10年以上機構に農地を
貸し付けるなどの一定の
条件を満たすと、貸し付
けた方に「経営転換協力
金」や「耕作者集積協力
金」が支払われます。

問い合わせ先　・長野県農地中間管理機構長野事務所　☎026-233-5151（内線 2180)　・坂城町役場産業振興課　☎82-3111（内線 156）

農地提供者（農地の出し手）

長野県農地中間管理機構

借受希望者（農地の受け手）
規模拡大・農地の集積・集約化

規模縮小・離農等
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
て

く
だ
さ
い（
介
護
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。
口

座
振
替
は
、
３
月
31
日（
金
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、
振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
３
月
22
日（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
町
で
は
、
大
学
・
高
校
に
在
学
ま

た
は
、
職
業
訓
練
機
関
に
入
所
し
て

い
る
方
で
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い

る
場
合
は
、
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

出
願
書
類
は
学
校
教
育
係
に
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件

(1)
受
給
者
ま
た
は
親
権
者
が
坂
城

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
こ
と

(2)
能
力
が
あ
り
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

(3)
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(4)
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
こ
れ

に
類
す
る
団
体
か
ら
別
に
学
資
の

給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

給
与
額
　
月
額
５
０
０
０
円

　
　
　
　（
年
２
回
に
分
け
て
支
給
）

出
願
期
限
　
４
月
17
日（
月
）ま
で

◎
出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
９

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

　そ
の
火
そ
の
時

　そ
の
場
所
で

住
宅
防
火  

命
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ほ
こ

り
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に

１
回
は
清
掃
し
、
作
動
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
10
年

を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
４―

０
１
１
９

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
基
準
な

ど
、
入
居
に
は
一
定
の
要
件
を
備
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旭
ヶ
丘
ハ
イ
ツ

・
３
Ｄ
Ｋ
　
　
５
万
円
／
月

中
之
条
団
地

・
１
Ｄ
Ｋ
　
　
３
万
円
／
月

・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
４
万
５
千
円
／
月

・
３
Ｄ
Ｋ
　
　
５
万
円
／
月

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
６
万
円
／
月

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
管
理
係

    
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
４

　
戦
没
者
等
の
遺
族
で
、
要
件
に
該

当
す
る
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容
　
25
万
円

　
　
　
　
　（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日

※

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
す
で
に
請
求
手
続
き
が
お
済
み
で
、

裁
定
結
果
の
連
絡
が
な
い
方
】

　
請
求
件
数
が
非
常
に
多
く
、
県
に

お
い
て
審
査
に
時
間
を
要
し
て
い
る

状
況
で
す
。
順
次
、
審
査
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、書
類
に
不
備
が
あ
っ

た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

　
内
閣
府
で
は
、
平
成
29
年
度
に
実

施
す
る
以
下
の
青
年
国
際
交
流
事
業

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

・
国
際
青
年
育
成
交
流

 

・
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

 

・「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
事
業

 

・
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
事

業
「
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」

 

・
地
域
課
題
対
応
人
材
育
成
事
業

「
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
」）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
県
民
文
化
部
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課

    

☎
０
２
６―

２
３
５―

７
２
１
０

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日（
金
）

◎問い合わせ先　住民環境課環境保全係
　☎82－3111（内線125）　有線88－1025

毎月第１・３日曜日
４月２日、16日

５月７日、21日

６月４日、18日

７月２日、16日

８月６日、20日

９月３日、17日

10月１日、15日

11月５日、19日

12月３日、17日

１月７日、21日

２月４日、18日

３月４日、18日

回収場所
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様　駐車場
びんぐしの里公園　駐車場

回収時間　午前８時30分～10時

12



　
町
で
は
、
脳
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

接
種
料
金
　
２
０
０
０
円

接
種
期
間
　
３
月
31
日
ま
で

※

対
象
者
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
薔
薇
人
の
会
は
、
ば
ら
の
育
成
及

び
技
術
向
上
の
た
め
講
習
会
な
ど
を

開
催
し
、「
ば
ら
の
香
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
支
援
し
て
い
る
会
員
約
70
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
さ
か

き
千
曲
川
バ
ラ
公
園
の
維
持
管
理
、

花
壇
の
植
栽
な
ど
の
整
備
活
動
に
協

力
し
、
坂
城
の
ば
ら
の
魅
力
を
高
め

て
い
ま
す
。
ば
ら
の
育
て
方
講
習
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
で

も
美
し
い
ば
ら
を
育
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ば
ら
に
興
味
の
あ
る
方
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
費
　
１
０
０
０
円
／
年

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
・
公
園
係
内

　
薔
薇
人
の
会
事
務
局

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
７

　
原
木
き
の
こ
生
産
団
体
「
お
〜
い

原
木
会
」
と
、
さ
か
き
地
場
産
直
売

所
「
あ
い
さ
い
」
で
は
、
町
内
外
問

わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち
体
験
を
実

施
し
ま
す
。
き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
駒
打
ち
し
た
原
木
を
そ
の

場
で
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
　
３
月
25
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所
「
あ
い
さ
い
」

内
容
　
原
木
５
本
分
の
し
い
た
け
駒
打
ち

参
加
費
　
１
人  

３
０
０
０
円

※

ご
希
望
に
よ
り
、
ひ
ら
た
け
の
植

菌
体
験
も
で
き
ま
す（
追
加
参
加

費  

１
人  

８
０
０
円
）

募
集
人
数
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
13
日（
月
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所「
あ
い
さ
い
」

　
☎
７
５―

８
２
６
７

日
時
　
３
月
11
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
３
月
12
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

体
育
館

展
示
内
容
　
絵
画
、
書
道
、
華
道
、

写
真
、
木
彫
、
盆
栽
、
小
中
学

生
の
書
初
め
作
品
、
坂
城
高
校

美
術
ク
ラ
ブ
作
品
、
千
曲
市
文
化

芸
術
協
会
作
品

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
文
化
協
会  

塩
野
入
満
蔵
さ
ん

　
☎
３
９―

２
１
７
０

　
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ス
ラ
ム
に
住
む
方
た
ち
に
、

物
資
の
支
援
と
無
料
の
歯
科
医
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
活
動
報
告

と
、
活
動
に
参
加
し
た
高
校
生
の
生

の
声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
26
日（
日
）午
後
１
時
〜

場
所
　
上
平
公
民
館

　
　
　（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

内
容
　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
会

賛
助
金
　
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
療
を
支
え
る
会

　
☎
０
２
６
７―
３
２―

３
６
１
３

・
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
８
２―

８
７
０
２

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
軽
い
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
日
頃
の
運
動
不
足

を
解
消
し
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
冷

え
症
な
ど
を
改
善
、
予
防
し
ま
せ

ん
か
。
中
高
年
の
方
、
運
動
初
心
者

の
方
な
ど 

ど
な
た
で
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
〜
６
月
　
月
２
回
（
計

６
回
）
月
曜
日

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
宇
治
春
菜
先
生

　
　
　（
健
康
運
動
指
導
士
）

受
講
料
　
１
５
０
０ 

円

申
込
締
切
　
３
月
31
日（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

日
時
　
３
月
22
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
工
学
部
生
命
環
境
化
学
科
教
員

内
容
　
お
も
し
ろ
い
化
学
実
験
ほ
か

対
象
　
小
中
学
生（
保
護
者
も
可
）

受
講
料
　
１
０
０
円

定
員
　
20
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
生
涯
学
習
係

　
☎
・
有
線
８
２―

２
０
６
９

げ
ん
き

ば

ら

ー

ど

◆日　時　平成29年３月24日（金）　午後１時～５時
◆会　場　TOHOシネマズ渋谷（SHIBUYA109向い）渋東シネタワー13Ｆ  会議室Ｃ・Ｄ
◆参加予定企業　(株)青木固研究所、(株)アルプスツール、(株)栗林製作所、ＫＹＢ－ＹＳ(株)、
　　　　　(株)竹内製作所、(株)都筑製作所、日精樹脂工業(株)、(株)マースウィンテック

2018年春に大学を卒業される方を対象にした、坂城町内企業による合同企業説明会を
開催します。首都圏にお住まいでＵターン就職をご検討のお子様にご連絡ください。

坂城町合同企業説明会  東京渋谷開催のお知らせ

詳しくは、役場産業振興課商工観光係にお問い合わせください。【 ☎82－3111（内線154）有線88－1037 】
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社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
子
ど
も
の
食
生
活
が
大
き
く
変

化
し
、
や
わ
ら
か
い
料
理
を
好
ん
で
食
べ
、
給
食
で
も
、
か
ま

ず
に
飲
み
込
ん
で
食
べ
る
よ
う
な
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
ご

家
庭
で
も
、
豆
類
や
シ
ー
フ
ー
ド
、
海
藻
と
い
っ
た
、
か
み
ご

た
え
の
あ
る
物
を
料
理
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
食
べ
る
時

間
を
十
分
に
余
裕
を
も
っ
て
と
っ
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
本
校
は
、
今
年
度
「
こ
こ
ろ
を
込
め
て
　
こ
こ

ろ
を
研
き
　
こ
こ
ろ
輝
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、キ
ャ

リ
ア
教
育
を
核
に
し
た
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
特
筆
す
べ
き
活
動
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
３
年
生
の
野
口
拓
馬
君（
坂
城
中
学

校
出
身
）が
、
県
の
「
信
州
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
６
」
の
高
校
生
部
門
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
、
更
に
全
国
の
「
第
４
回
創
造
力
、
無

限
大
　
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」

で
、
全
国
か
ら
２
６
６
２
件
の
応
募
の
中
、
県
内

唯
一
「
ベ
ス
ト
１
０
０
」
に
入
賞
し
た
こ
と
で
す
。

彼
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ゴ
ミ
と

一
緒
に
捨
て
ら
れ
る
「
使
い

捨
て
ゴ
ミ
箱
」
で
、
試
作

品
を
作
っ
て
も
ら
う
た
め
に

自
ら
県
内
の
企
業
と
交
渉

し
た
り
、
特
許
出
願
に
向

け
て
協
力
企
業
を
見
つ
け

だ
し
た
り
と
の
積
極
的
な

行
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
２
年
生
の

竹
内
亜
由
美
さ
ん
が
、
県

の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
弁
論

大
会
」
に
お
い
て
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で

す
。
彼
女
は
「
介
護
士
へ

の
道
〜
今
の
私
に
で
き
る
こ

と
〜
」
と
題
し
、
ど
ん
な

に
大
変
で
も
笑
顔
で
祖
父

の
介
護
を
す
る
母
、
介
護
施
設
へ
の
就
業
体
験
で
の

辛
か
っ
た
、
う
れ
し
か
っ
た
経
験
な
ど
か
ら
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、
笑
顔
で
周
り
の
人
を
支
え

て
い
け
る
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る

と
の
内
容
で
し
た
。

　
本
校
で
は
、
今
後
も
３
Ｃ（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
）
の
力
を
つ
け
て
、

「
こ
こ
ろ
を
研
く
」
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
、「
地

域
に
貢
献
で
き
る
人
材
」
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

来
年
度
も
坂
城
町
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線82-2008

坂城高校　教頭　小林武広
「こころを込めて　こころを研き　こころ輝く」

　他人に推測されやすいパスワード
や複数のサービスで同じパスワード
を使用していると、不正アクセスな
どにより大切な情報が盗まれたり、
流出してしまうかもしれません。
　パスワードを設定する際は、数字
だけでなくアルファベットや記号を
組み込むと安全性が高まります。

　「ランサムウェア」は、コン
ピュータ内のデータなどを人質にと
り、データの復旧名目で、金銭（身
代金）を要求するソフトウェアで
す。金銭を支払ってもデータが復旧
する保証はありません。
　ランサムウェアに感染しないよ
う、ウィルス対策ソフトなどを最新
の状態にし、メールなどに記載され
たＵＲＬや添付ファイルを不用意に
開かず、定期的にバックアップを
とっておきましょう。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、お手ふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋、お弁当（希望者）

◇平　日　　　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

　支援センターへ来た小さな子ども達を見ていると、一人遊び
しているように見えても、ちゃんと周囲の様子を観察し、同じ
おもちゃを操作してみる、ちょっと勇気を出してマットの上か
ら飛び降りてみる、物の貸し借りをするなど、まねっこをした
り何となく人と関わったりして遊んでいます。遊びだけでなく
食事や排せつなども、家だとイヤイヤになってしまうことが、
お友達に刺激されて思わずチャレンジしてしまうことも。

　小さな集団の中での自然なまねっこは、こ
どもにとってとても大事な成長の過程ですし、
それを見ているお母さんも、他の親子さんの
様子から気づいたり学んだりできることが多
いかと思います。
　現代は、群れて遊べる兄弟やいとこの数も
少なくなっています。小さな集団の場として、
支援センターを利用してみませんか。

　「私が留守しても、安心して任せられ
ます。」とママが絶大な信頼をおく智寿
さんは、「子どもが大好きです。」とおっ
しゃる子煩悩パパです。
　牛乳パックの椅子作りに家族で参加。
布を切ったりボンドを付けたりと大張
り切りの美結ちゃんをしっかりとサ
ポートしてくれました。
　ママの育休が終わり、４月から美結
ちゃんと結翔くんは保育園に入園です。
育メンパワー全開で頑張ってください。
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３月
５日（日）

12 日（日）

19 日（日）

20 日（月）

26 日（日）

二階堂医院
千曲中央病院
渡辺歯科医院

いろかわ医院
兒玉医院
鴇沢内科クリニック
柳沢歯科医院

松尾医院
中沢医院
安川整形外科クリニック
宮坂歯科医院

森本眼科クリニック
千曲中央病院
林歯科医院

さかき生協診療所
あんずの里クリニック
かつの耳鼻咽喉科
宮島歯科医院

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市稲荷山】

【 立 町 】
【千曲市寂蒔】
【千曲市屋代】
【千曲市稲荷山】

【 立 町 】
【千曲市小島】
【千曲市屋代】
【千曲市小島】

【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市上山田温泉】

【 中 之 条 】
【 千 曲 市 森 】
【千曲市粟佐】
【千曲市粟佐】

☎(026)275-5582
☎(026)273-1212
☎(026)272-1313

☎・有線 82-2143
☎(026)272-4300
☎(026)272-3713
☎(026)273-5638

☎・有線 82-2013
☎(026)272-0131
☎(026)273-6611
☎(026)272-0133

☎(026)285-0020
☎(026)273-1212
☎(026)275-1064

☎ 8 2 - 0 1 0 1
☎(026)272-1005
☎(026)274-3387
☎(026)273-3064

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

５日（日）、19 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成28年11月生

平成28年８月生

平成28年５月生

平成26年11月生～12月生

平成25年９月生～10月生

受　付　日　時

２日（木）午後１時

８日（水）午前９時

９日（木）午前９時

７日（火）午前９時

３日（金）午後１時

■平成28年１月分　197.26ｔ
■平成29年１月分　192.58ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

心配ごと
法律相談

10日（金）、21日（火）
午前９時～11時30分
役場第４・５会議室（３階）

10日は司法書士、21日は弁護士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、原則前日までに社会福
祉協議会【☎・有線82-2551】へ予約してくださ
い。（ただし、当日受付が可能な場合あり）

15日（水） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 15日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、３月７日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線122）有線88-1022】
へお申込みください。

  ８日（水） 役場第５会議室（３階）
22日（水） 文化センター相談室
午後１時30分～４時

障がい者（児）
相 談

４日（土）
午前９時～正午
文化センター相談室

社 協
結婚相談

8,000 円
7 年リース

月 リ々ース料
（税別）

環境車検ではエンジン内を洗浄することで燃費と加速が良くなります。
更に排気ガスがキレイになるので環境にも優しいんです！
お得な立ち合い車検も好評実施中ですのでお気軽にお問合せ下さい。
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朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後５時

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

５日（日）

８日（水）

12日（日）

14日（火）

15日（水）

19日（日）

22日（水）

23日（木）

26日（日）

楽しい民話

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

こちら119番

楽しい民話

明るい消費生活

川　柳

楽しい民話

いないのにいる話
北日名　春日秀子さん

国税専門官募集
上田税務署

しんねの町行き
込山　岡田由貴子さん

交通事故防止
坂城町交番

野火火災の防止
消防署

春の小鳥
金井　青木典子さん

最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

ＪＡビビット文壇
選者　小宮山正雄さん

もといぬ
鼠　玉井かつ子さん

町立図書館  ☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

土
４
11
18
25

平成29年２月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,061世帯（－  3）
人　口： 15,216人    （－25）
　男　：  7,493人　（－  6）
　女　：  7,723人　（－19）

件　数：　　  8件
累　計：　　  8件　（＋  2）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　10人
累　計：　　10人　（＋  2）

平成29年１月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

☆児童図書
・トンチンさんはそばにいる
　（作：さえぐさ  ひろこ　絵：ほりかわ  りまこ／童心社）
・本当はすごい森の話 ── 林業家からのメッセージ
　（著：田中惣次／少年写真新聞社）

☆一般図書
・蝉しぐれ　新装版　上・下
　（著：藤沢周平／文春文庫）
・国芳も春画も読めるわかる ── はじめてのくずし字教室
　（著：角田恵理子／講談社）

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

日
　
５
12
19
26

月
　
６
13
20
27

火
　
７
14
21
28

☆おはなし会　午前 11 時～
　11 日（土）２階・集会室　　25 日（土）１階・畳スペース
☆点字・点訳講座　午後２時～
　７日（火）、14 日（火）　講師：山口静枝さん

１月には、一般書160冊、児童書83冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

あかんべえ  上・中・下（大活字本シリーズ）
（著：宮部みゆき／埼玉福祉会）

　弱視の方、高齢の方にも読みやすいように、文字の大きさや
行間を考えて、大きな活字で組み直したのが大活字本です。
ページ数が増えるので、１冊の本が数冊に分かれています。現

在、町立図書館では、小説、エッセ
イを中心に、1068冊の大活字本が
あります。ベストセラー、新しい本
もそろえています。最近どうも小さ
な活字は読みづらくてという方は、
ぜひ一度お試しください。

☆おすすめの本

３月31日は年度末システム更新のため休館です。
上田、東御、丸子、真田など、エコール内の全館
が休館です。

金
３
10
17
24
31
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１
月
29
日（
日
）、
南
条
小
学
校

音
楽
堂
で
、
南
条
小
学
校
金
管
バ

ン
ド
部（
南
条
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
）

の
「
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
度
、
東
海
小
学

校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
金
賞
、

全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
２
年
連
続
と
な
る
銀
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
輝
か
し
い
活
動
を

引
っ
張
っ
て
き
た
６
年
生
８
名
に

と
っ
て
最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
当
日
は
、
部
員
全
員
で
の
演
奏

の
ほ
か
、
各
学
年
や
新
入
部
員
の

３
年
生
、
保
護
者
と
先
生
方
が
演

奏
す
る
ス
テ
ー
ジ
、
日
頃
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
早
川
潔

先
生
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
全
20
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、「
日
頃
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
と
ハ
ッ
ピ
ー
が

届
く
よ
う
に
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
部
員
の

ご
家
族
や
毎
年
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
地
域
の
皆

さ
ん
な
ど
で
満
員
と
な
っ
た
会
場

に
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
感
動
を
届

け
て
い
ま
し
た
。

南条小学校金管バンド部

感動のさよならコンサート

冨山 剛さん、香代子さんご夫妻

紺綬褒章を受章
激動する時代で生き残るために

新春経済講演会  島田 始さん
　
平
成
27
年
８
月
の
南
条
小
学
校

校
舎
完
成
に
合
わ
せ
て
、
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
＆
サ
ン
ズ
社
製
ピ
ア
ノ  

Ｂｰ

２
１
１  

マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ

チ 

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
、
冨
山  

剛
さ
ん
、

香
代
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
紺
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
、
２
月
９
日（
木
）に
、

山
村
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
同
校
の
音
楽

堂
に
置
か
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
音
楽
の
授
業
を
は
じ
め
、

様
々
な
音
楽
活
動
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
２
月
２
日（
木
）、
坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
で
、
公
益
財
団
法
人
さ

か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
新
春
経
済
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
流
行
仕
掛
け
研
究

所
代
表
で
、
ト
レ
ン
ド
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
島
田 

始
さ
ん
を
お
迎
え

し
、「
激
動
す
る
時
代
の
読
み
か
た
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

発
想
法
」
を
演
題
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
島
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
激
動
す

る
時
代
で
生
き
残
る
た
め
に
は「
感

性
を
磨
き
、
タ
ブ
ー
を
捨
て
、
技

術
と
ア
イ
デ
ア
を
融
合
さ
せ
る
こ

と
」が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

「
坂
城
町
に
は
技
術
力
と
い
う
基
盤

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
革
新
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲島田  始さん

◀
右
か
ら
、冨
山
香
代
子
さ
ん
、冨
山 

剛

さ
ん
、山
村
町
長
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